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本格的な“進路選択”の時期、 

日頃の学習に向かう姿勢を見直そう 
今日から12月、めっきり寒くなりインフルエンザなども聞かれるようなシーズンになりましたが、

生活リズムを整え、健康的な生活を送ることができていますか？長い長い２学期も、残り約３週間と

ラストスパートを迎えています。文化発表会や体育大会など、佃中学校の生徒として経験する“最後

の行事”に力一杯取り組んだ45期生の皆さんだからこそ、これからはそのエネルギーを勉強に向け、

進路獲得を目指し、一致団結して取り組んでほしいと思います。 

今月 11(木)～17(水)には第２回進路懇談を迎えます。特に、私立高校の志望校を決定する大切な

懇談となります。これまでにオープンスクールや学校説明会等、様々な学校を見学し、進路について

悩んできたかと思いますが、事前にしっかりと保護者の方と話し合って進路懇談に挑んでほしいと思

います。 

さて、英語の授業のテスト返却時にお話ししましたが、45 期生のみんなの“自学自習の量と質”

が高まってきたように感じています。期末テストに向けての課題として、絶対にやらなければならな

いノート学習(60 行)がありますが、その最低限の量を越えて自学自習に取り組んだ人の割合が学年

全体の 70.6％でした。これは本格的な受験シーズンを迎えるにあたって、先生にとって嬉しいニュ

ースです。これから受験勉強において、自ら課題を見つけ、参考書で調べたり人に聞いたりして解決

していく“自学自習の姿勢”が必須です。この調子で進路獲得に向けて取り組んでほしいと思います。 

 

先日、有名な英語学習の先生である田尻悟郎先生という方のお話を聞きました。英語に限らずどの

教科の学習でも【理解→習熟(暗記)→応用・発展】というプロセスがあるというお話でした。授業で

習って理解した直後に、その知識を自分の頭の引き出しに入れておく、そしてそれを自由自在に取り

出して応用することができる。そうなるまでに徹底的に繰り返し学習(習熟/暗記)に取り組む必要が

あります。間違った問題を正解できるまでノートに根気強く学習するなど、学習の基本は「覚えるま

でやる。正解するまでやる」という繰り返し学習です。中学校３年生ともなれば、与えられた学習に

取り組んでいるだけではいけません。自分の何が苦手なのかを分析し、自学自習の質と量を高めまし

ょう。今回提出の英語自学ノートで、自学自習の質が高かったものをいくつか紹介します。「何をど

うがんばったらいいんだろう…」という人は、まず人のものをマネするところから始めてみましょう。 

 

☆良質な自学自習に励む仲間のノートを参考に、受験勉強に取り組みましょう☆ 

 
 

 
 

授業での「わかった！」
繰り返し学習し、 

頭の引き出しに知識を収納 

引き出しから知識を取り

出し使いこなす 

自学ノートマスター 

3-1 A.Nさん 

自学ノートマスター 

3-2 I.Yさん 

まちがった単語や熟語を 

徹底して繰り返し学習♪ 

授業プリントで教科書の 

全文訳を確認しています☆彡 



ほかにも紹介したいノートがいくつかありましたが、スペースの関係上、今回は以上です。 

これらのノートを参考に、受験に向けて自学自習に取り組みましょう☆彡 

 
 

 

 
 

 

自学ノートマスター 

3-３ M.Hさん 

自学ノートマスター 

3-４ D.Kさん 

自学ノートマスター 

3-１ S.Sさん 

自学ノートマスター 

3-４ Y.Mさん 

教科書本文を活用して、 

文法や熟語の確認をしています!! 

授業で習った文型の確認など、 

しっかり復習をしています☆彡 

朝学習の熟語を日本語文と 

照らし合わせてわかりやすく 

まとめています♪ 

新出単語の意味だけでなく使い方まで 

例文を使って学習しています☆彡 

(ミニラボの単語帳などが活用できます!!) 


